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技技術術のの概概要要

IoTやセンサネットワークでのセンサへの給電

 0.2 G (1.96 m/s2)，13 Hzの振動で発電量が100 μW

 従来のデバイスに比べて構造が単純

 エレクトレットを使用する

2重カンチレバー構造
 めくるような剥離方法

→ 静電引力が低い

(= 表面電位を高くできる)
 確実に接触する

運動エネルギ損失：小

高い発電量

表面電位の高い

エレクトレットを利用可

上下のカンチレバーを
確実に剥離する構造
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